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身体知覚はいつ感情になるのか？ 















































へと連絡する。Prinz によれば、V1 が低レベル処理段階であり、IT が高レベル処理段階で
あり、それらの間のV2、V3、V4、V5/MT などが中間レベル処理段階に区分される。 
初期段階は局所的特徴を表象する。例えば V1 ニューロンは局所的な受容野におけるス









郭を表象したり(Ramsden, et al., 2001)、連続的に呈示される色刺激が知覚的に融合するとき
でも、V1 ニューロンはそれぞれの色刺激に対する反応を示す(Gur, et al., 1997)。他方で高レ




der Heydt, et al., 1984; Tootel, et al., 1995; Zeki, 1993)。また外線状皮質の賦活は、立体視情報、
色の残効、錯覚的輪郭といった、意識的視覚に特徴的な内容属性に相関し(Backus, et al., 
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2001; Humphrey, et al., 1999; Mendola, et al., 1999)、そして視覚的幻覚にも相関することが示



















において表象されている(Rees, et al., 2000; Vuilleumier, et al., 2001)。頭頂葉は注意の制御に関
わっているとしばしば示唆されており、半側無視は注意制御の障害によるものだと言われ
ている。また、タスク下にある健常者の注意に干渉することによって、注意を向けられな
かった視覚刺激の報告が妨げられることも示されている(Mack & Rock, 1998; Simons and 
Chabris, 1999)。これらの知見に基づいて Prinz は、意識的視覚には注意が必要であると主張
する。こうして Prinz の主張では、意識的知覚は注意を受けた中間レベルの表象と同一視





























あり、また、情動経験の消失を示す患者では島の活動が低下していた(Berthier, et al., 1988; 




































個のニューロンのうち、すべてが 15Hz 以上の flicker 刺激に反応し、10 個が 30Hz 以上の
flicker 刺激に、3 個が 60Hz 以上の flicker 刺激に反応しに反応した（色知覚融合の起こるの
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ることができるが、さらに V5 への TMS の直後
、
の V1 への TMS によって、その閃光知覚
が干渉される(Pascual-Leone & Walsh, 2001)。これは、V1 からV5 へのフィードフォワード
経路だけでなく、V5 からV1 へのフィードバック経路が閃光知覚に必要であることを示す
ように思われる。同様に V1 へのフィードバックの重要性を示唆する事例として、図地知
覚におけるサルV1 ニューロン活動のモジュレーションや、マスキングによるヒト V1 遅延















的なのだ。(Prinz, 2007a, p. 255.) 
 















































































































メージがある。(Prinz, 2006, p. 453) 
 



























な現象学的差異であるはずだ。対して Prinz の説明では、IT 欠損による連合失認患者は、
どういうわけか他の様相の（例えばキネステーゼや聴覚的イメージの）現象学を失ったと
身体知覚はいつ感情になるのか？ 

































































































れる――主体 S は、同じ情動経験を異なるように評価しているのだ。これをA 解釈と呼ぼ
う。対して、変化するとするのであれば、次のように特徴づけられる――S は、異なる情
動経験をしているのだ。これをB 解釈と呼ぼう(5)。 
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層ならば、その最も高次のレベルこそが情動認識が達成されるレベルだと期待できよう。」(ibid, p. 213-4) 
(2) この研究は、Prinz(2004)では Lane, et al.(1997)のものだとされているが、正しくは、（Prinz(2004)の文献
表にはない）Lane, et al.(1998)のものであると思われる。 








と呼ぼう。」(Prinz, 2004, pp. 77-8.) 
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